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　MATSUIの行うべき仕事とは、単に製品
を製造し、販売し、利益を生み出すという
ことではなく、お客さま・取引先・従業員
社会の皆さまとrapport（相互に信頼でき
る良い関係）をひとつひとつ作りあげてい
くこと—それを象徴するキーワードです。 

「rapport」 

M AT S U I  G L O B A L  N E W S L E T T E R

vol. 01

M. rapport  vol. 1    September 2008M. rapport  vol. 1    September 2008

1in search of rapport www.matsui-mfg.net8in search of rapport www.matsui-mfg.net

拠点紹介 

JAPAN

CHINA

ASIA

EUROPE
NORTH

AMERICA

  www.matsui-mfg.co.jp

Matsui Mfg. Co., Ltd.

OBP Plaza Bldg 17F, 1-4-70, Shiromi, Chuo-ku, Osaka, 
Japan 541-0001

ERG Bldg 10F, 1-5-3, Nishi Ikebukuro, Toshima-ku, 
Tokyo, Japan 171-0021

  www.matsuiamerica.com

Matsui America Inc.

5825 Turnberry Drive Hanover Park, IL 60133, USA 

  www.matsui-asia.co.th

Matsui (Asia) Co., Ltd.

300 Moo 4 Soi 5C, Bangpoo Industrial Estate 
Sukhumvit Road, Tambol Praksa Amphur Muang, 
Samutprakarn Province 10280, Thailand

  www.koreamatsui.co.kr

Korea Matsui Inc.

91B-4LT, Namdong Second Industrial Complex, 670-3 
Gojang Dong, Namdong-Gu, Incheon, Korea

  www.matsui.com.cn

Zhangjiagang Changcheng Matsui Machinery Co., Ltd.

Shierwei, Sanxingzhen, Zhangjiagang, Jiangsu 
Province, PRC 215624

Shanghai Matsui Machinery Co., Ltd.

No.11, Chunguang Road, Xinzhuang Industry Zone, 
Shanghai, PRC 201108

Matsui Machinery Trading (Shanghai) Co., Ltd.

No.11, Chunguang Road, Xinzhuang Industry Zone, 
Shanghai, PRC 201108

Taiwan Matsui Co., Ltd.

1F, No.122, Lane235, Paochiao Road, Hsin Tien City, 
Taipei Hsien 231, Taiwan

  www.matsui-mfg.net

Matsui Mfg. (Singapore) Pte. Ltd.

Blk 8, Lorong Bakar Batu, #01-04, Singapore 348743

Vietnam Representative Office 

15F, HITTC 185 Giang Vo Street, Dong Da District, 
Hanoi, Vietnam

Matsui Germany Representative Office

Moselstrasse 56 D-63452 Hanau, Germany

Matsui Technologies India Ltd.

A/9A, Sector 16, Noida-201301, District Gautam Budh 
Nagar, India

  www.matsui-mfg.net

世界に拡がるMATSUI

マツイアメリカ新社屋完成 

September 2008

新システム導入により効率アップ 
マツイアメリカは、北米での販売のさら

なる拡大と、今後の中南米、南米地域での
販売拡大へのベースとして、シカゴ・ハノ
ーバービレッジに新社屋を建設しました。
シカゴ中心部から30分程度の場所に位置し、
新興の工業団地内に立地しています。 
将来の新社屋建設のために以前から土地

は所有していましたが、この度、新社屋の
建築に着工し、創立22年目にして念願の
新社屋が完成しました。大変環境の良い場
所に位置し、この工業団地には富士フィル
ムやソニー、キヤノンなど一流企業も進出
しています。 
日本流の小さく産んで大きく育てるとの

方針により、建屋自体は1,547m2と決し
て大きくないですが、将来の販売の拡販に
より拡張も可能です。土地全体では、
7,800m2となっています。 
また、新社屋の建築にあたり、新しい試

みとして全ての電話をIP電話とし、同時に
全てのエリアで無線LANが使用可能となっ

ています。無線LANは300Mbps仕様を
完備して快適なネットワーク環境を構築し
ています。また、この事により、配線費の
節減、電話代の節約を行っています。電話
代は以前の1/3程度に減少しました。更に、
IP-BOX Systemサーバーの使用により、
ボイスメールがOutlookへメールとして送
信されるために、机の前にいなくても世界
中どこからでもコンピューターさえあれば、
メールと同じようにボイスメールも聞くこ
とが出来ます。 
オフィスエリアは、各スタッフの席がパ

ーテーションで仕切られており、個人のプ
ライバシーへの配慮がなされていますが、
また、1.2m以下のパーテーションを使用
して、座った状態で相手の顔を見ながら話
すことが可能なレイアウトとし、円滑なコ
ミュニケーションが図れるようにもなって
います。 
もう一つの試みとしては、新社屋へ積極

的にお客様の誘致を行うことを考え、ショー

ルームとコンファレンスルームを隣り合わ
せにレイアウトし、コンファレンスルーム
の2枚扉を開けると、展示製品を見ながら
商談やトレーニング出来るように配慮され
ています。 
この様な特長を最大限に生かしながら、

この新社屋をベースとして、パンアメリカ
ンへと販売を拡大していきます。 
 

ラポール  
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環境問題って 
結局どう取り組んだらいいの？ 
－環境問題の全体像をとらえて－ 
 

クラス1000クリーンルーム 

マツイハイライト Ecoコラム 

初のトレーニングセンターが大好評 

2006年の9月、ドバイ行きの飛行機
で「不都合な真実（An　Inconvenient 
Truth）」を見たのが環境問題に関心を
持ち始めたきっかけでした。帰国後に書
籍やインターネットでいろいろ調べてみ
て、14歳の少女が地球サミットで言っ
た 「リオの伝説のスピーチ」の映像を
見て、あらためて、今の子供たちやその
次の世代のために、今からでも環境問題
に少しでも真剣に取り組んでいくべき使
命も感じました。 
 
我々の周りでは、環境問題の話題がま

っさかりです。ところが環境問題とはい
ったい何なのか？テレビや新聞や雑誌に
接していると、「マスコミで報道されて
いるもの＝環境問題」という認識に陥っ
てしまいそうです。こうなってくると知
らない間に「環境問題＝地球温暖化？」
という固定観念が頭に出来てしまいます。 
 
環境問題の定義はたくさんありますが、

私は下記の提案をします。 
『人類の活動の結果、周囲の環境の変

化によって発生した問題で、人の健康や
生命への被害、地球の生態系の破壊が発
生する危険性の大きいもの』 

ここで環境問題の結果起こりうる被害
として、「人の健康や生命への被害」と
「地球の生態系の破壊」という2つに分
けました。 
 
数十年前までは、「人の健康や生命へ

の被害」のみが問題として取り上げられ
てくる傾向が強かったと思います。しか
し、近年、環境問題と言うと、「地球の
生態系の破壊」というものも考えずには
いられなくなりました。 
 
動物や植物への被害がかなり大きくて

生態系のバランスを崩すほどの問題とな
れば、「地球の生態系の破壊」と認識さ
れ、環境問題と位置づけられます。この
ように現状はまだまだ人間を中心とした
人間に重きをおいた問題認識になってい
ると思います。しかしあくまで人間から
見た環境問題ですから、今の段階では仕
方ないかと思います。 
 
環境問題は幅広くあるわけで、被害の

地域的な範囲、巻き込まれる人の規模、
引き起こされた場合に期間とその被害や
リスク、被害の総合的な大きさは全く様々
です。どれかひとつの問題だけに絞って

対策を考えること、あるいは逆に、この
ような広い問題をひとくくりに同じよう
な重要度で取り扱うこと、このどちらも
対策をゆがめてしまい、総合的に有効な
結果が出せない可能性があります。 
 
各環境問題の「被害の規模」＝「被害

がおよぶ地域的な大きさ」×「被害が続
く期間」でおおざっぱに表されるとする
と、図のグラフの右上にあるほど被害の
規模が大きいというように見ることがで
きます。このような観点から見ると、や
はり現時点では、より長期的な視点に立
って、世界的に取り組まなくてはならな
い問題というのは、以下の4つになりそ
うです。つまり、「エネルギー資源、水、
食糧の不足」「急激な温暖化」「オゾン
層破壊」「放射性物質の利用と廃棄」の
4つです。 
 
この４つの中で「オゾン層の破壊」に

ついては、やるべきことを、世界的に各
国が協力して対策が実行に移されていっ
ています。 
 
そのほかの3つについては、全世界が

足並みを揃えた抜本的な有効な対策はま
だまだこれからだと思われます。そこで
次回は、その3つの問題「エネルギー、水、
食糧の不足」「急激な温暖化」「放射性
物質の利用と廃棄」についてもう少し整
理してみたいと思います。 

高度な技術力『日本マツイ』 

 

除湿乾燥機MJ3研修風景 

粉砕機メンテナンス研修風景 

マツイは1912年に創業し、現

在世界5カ国に生産工場があり、

30箇所の販売拠点があります。 

そのようなグローバルマツイの

本部にあたる日本マツイは、技術

スタッフ130名を有し、グローバ

ル開発本部において新技術や応用

技術などの技術開発を行い、また

技術本部ではお客様のご要望にき

め細かく対応するカスタマイズ設

計を行っています。また、サービ

ススタッフ100名によるフォロー

体制も整え、安心してマツイの機

械をご使用いただけるようにアフ

ターサービスも充実しています。 

現在、日本国内におけるプラス

チック成形の周辺機器ではトップ

シェアを誇る日本マツイは「信頼

される　応える　共に喜ぶ」の経

営理念を基に、これからもお客様

のご要望に応え続けていきます。 

 

昨年の12月東京事業所に開設された
東京トレーニングセンターは、情報発
信基地としてお客様及び社員に最新の
技術情報を提供しています。 

SDIスクール(マツイサービス社員が
講師となり、機械メンテナンスや修理
技能を修得する場所）は常時、社内外
を問わず活用されています。現在二人
の海外研修生が来日し、彼らの大切な
教育の場にもなっています。 
今年に入ってから（6月末まで）、合

計13組のお客様にお越し頂きました。 
お客様に聞いてみたところ、機械の

ことについて、マンーツーマンの説明
は大変わかり易かったとのことでした。 
好評につきまして、今後は大阪事業

所や中部事業所にも開設する予定です。 

省エネ効果抜群の 
エコブリッドを 
東京事業所に新設 

環境に非常に優しい空冷密閉式水冷
却システム、エコブリッドが2008年7
月にマツイ東京事業所に新設されました。 
エコブリッドは今までのクーリング

タワー設備と比較し、水の使用量がほ
とんどありません。また密閉循環式で
あるのに冷却機構にチラーを使用して
いないため省エネになり、CO2削減に
貢献し、コストも大幅にカットできます。 

密閉循環機構により、外部からの不
純物の混入が無く、メンテナンスする
手間もなくなります。 
より環境に優しい企業になるため東

京事業所に設置されたエコブリッドは、
2008年内に大阪事業所にも設置されます。 


